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News Release 
2025 年2 月 19 日  

株式会社プロテリアル 

 

第 71 回大河内賞にて「大河内記念技術賞」を受賞 
 

 

株式会社プロテリアル（以下、プロテリアル）は、公益財団法人大河内記念会が主催する第７１回（令和６年

度）大河内賞において、「連続鋳造圧延方式による高強度・高耐摩耗性を有する電車線用銅合金材料の開発」

にて、「大河内記念技術賞」を受賞しました。今回受賞した業績の概要は以下のとおりです。なお、贈賞式は、

3 月25 日(火)に日本工業倶楽部会館(東京都千代田区)で実施されます。 

 

１．賞の名称 

大河内記念技術賞 

 

２．受賞業績 

連続鋳造圧延方式による高強度・高耐摩耗性を有する電車線用銅合金材料の開発 

 

３．受賞者 

蛭田 浩義 株式会社プロテリアル 電線事業部鋳造・製線技術部 技術主幹 

黒田 洋光 株式会社プロテリアル 電線事業部鋳造・製線技術部 部長 

辻   隆之 株式会社プロテリアル 電線事業部鋳造製造部 部長 

大友 守  株式会社プロテリアル 電線事業部鋳造製造部鋳造課圧延係 係長 

高村 進一 株式会社茨城テクノス 製線製造部製線課製線係 

 

４．受賞した業績の概要 

（１）背景 

鉄道は重要な社会基盤であり、運行が停止した場合には大きな混乱が生じます。運行の停止を防止す

るために鉄道会社では日々メンテナンスが実施されていますが、夜間作業も多く、人員確保が難しく

なってきており、メンテナンスの省力化が重要な課題となっています。また当社が供給する電車用送電

線（以下、トロリ線）は、省エネルギーの観点から、さらなる高電気伝導性が求められています。 

プロテリアルは、トロリ線の高強度、高耐摩耗性および高電気伝導性を両立する銅合金材料を開発しト

ロリ線に適用することで、トロリ線の取り換え回数低減によるメンテナンスの省力化と送電ロス低減によ

る省エネルギー化を実現しました。 
 

（２）技術の特長と成果 

金属材料の高強度化は、通常、より多くの添加元素を加えることで達成されます。一方、電気伝導性に

ついては、添加元素を多く含むほど低下します。このため、強度と電気伝導はトレードオフの関係にあり、

同時に向上させることは困難です。 

プロテリアルは、トロリ線の基本組成である銅に微量のスズとインジウムを添加することで強度を高め

ると共に、スズとインジウムを銅中の酸素と反応させて酸化物を形成させることにより、電子の移動の

阻害要因となる添加元素の銅中への溶け込みを抑える技術を開発しました。また、形成された酸化物が

微細に分散することで組織が強化され、トロリ線の強度・耐摩耗性が高まることを見いだしました。 

この結果、高い電気伝導性を維持しながら当社の従来製品対比で強度で約 1.2 倍、耐摩耗性能で約

1.4 倍となるトロリ線（SNN トロリ線）用銅合金材料を連続鋳造圧延設備において量産することが可能

となりました。SNN トロリ線は、張替え周期が長く、省メンテナンス化を実現することから、いちはやく

西日本旅客鉄道株式会社（JR 西日本）の在来線に採用されました。現在では、新幹線の安定した高速運

行にも貢献しています。 

http://www.proterial.com/
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連続鋳造圧延設備                      SNN トロリ線 

 

大河内賞とは  

大河内賞は、故大河内正敏博士の功績を記念し、公益財団法人大河内記念会が生産工学、生産技術、生

産システムの研究開発並びに実施等に関するわが国の業績で、学術の進歩と産業の発展に大きく貢献し

た顕著な業績に対して、個人、グループまたは事業体を表彰する伝統と権威のある賞です。 

公益財団法人大河内記念会URL：https://okochi.or.jp/ 

以上 

【報道機関からのお問い合わせ】 コミュニケーション部 担当 南 TEL 090-1043-4934 

【お客様からのお問い合わせ】 お問い合わせフォーム  

https://www.cntct.proterial.com/contact/publish/inquiry?g=01&c=014& 
 

■プロテリアル（PROTERIAL）について 
  
 
 
 

 
プロテリアル（PROTERIAL）は、当社の企業理念を構成する Mission「質の量産」、Vision「持続可能な社会を支

える高機能材料会社」、Values「至誠」「龢則彊(和すれば強し)」のエッセンスを反映しており、“PRO”＋
“MATERIAL”から作られています。PRO が表すのは Professional（専門的な）、Progressive（革新的な）、

Proactive（主体的な）の 3 つの言葉で、それぞれに「期待を超える仕事」「挑戦し続ける意志」「主体的な姿勢」と

いう意味を込めています。MATERIAL はこれら 3 つの PRO に支えられた独創的な技術から生み出される、高

機能材料を意味します。 
当社グループはその製品と想いに根ざしたサービスを通じてお客さまの課題を解決し、世界の人々に新たな

価値を提供して、持続可能な社会の実現に貢献し続けてまいります。 
 
■株式会社プロテリアル 会社概要 
設立：1956年 4月 

本社：〒135-0061東京都江東区豊洲５－６－３６ 豊洲プライムスクエア 

資本金：310百万円(2024年 3月 31日現在) 

代表者：代表取締役 会長執行役員 兼 社長執行役員 CEO (最高経営責任者) 

Sean M. Stack（ショーン・スタック） 

売上収益：1兆 332億円(2024年 3月期) 

沿革：1910年 戸畑鋳物株式会社として創業 

      1937年 株式会社日立製作所と合併 

1956年 日立金属工業株式会社として分立 

2023年 日立グループから離脱し、商号を日立金属株式会社から株式会社プロテリアルに変更 

 
プロテリアルは、国連グローバル・コンパクトに参加しており、責任あるビジネスに対する原則に基づくアプローチを遵守しています。 

     プロテリアルは、2025 年 1 月に EcoVadis サステナビリティ評価において「シルバー」評価を獲得しました。 

http://www.proterial.com/
https://okochi.or.jp/
https://www.cntct.proterial.com/contact/publish/inquiry?g=01&c=014&

